
Ⅰ．はじめに

　九州地方は，古くからスギのさし木造林が行われており，さし

木品種が多く存在する（宮島，１９８９）。

　その一つであるアヤスギは，熊本県を含む九州北部地方を代表

するスギのさし木在来品種であり，樹幹が通直完満で根元曲がり

が少なく，幹曲がりがないという優れた特性を持っているとされ

ており，また，心材色が赤褐色で建築材として賞用されている

（宮島，１９８９）。このような優れた特徴のために，熊本県内でも北

部地方を中心に広く造林され，県内スギ造林面積の約４６％を占め

るなど（東，１９９５），重要な造林品種である。近年，品種を生か

し，成果を見込んだ製品の改良・品種管理を行うことにより有利

な経営戦略の展開を図る「品質管理型林業」が提唱されているが

（藤澤，１９９５，１９９９），九州地方の在来品種は地域や時代により異

なる呼称をされており，異名同種，同名異種のものがあるとされ

ている。さらに環境や樹齢の違いにより表現型に変異があるため，

呼称や形態から品種を識別することは困難だとされており（宮島，

１９８９），実際に呼称や形態の違いによる混乱のため一つの品種が

複数のクローン（DNAタイプ）により構成されていることが報

告されている（高田・白石，１９９６；後藤ほか，１９９９；草野ほか，

２００６）。

　アヤスギを用いて「品質管理型林業」を推進するには，このよ

うな品種内の不均一が妨げになると考えられる。アヤスギについ

ては，高田・白石（１９９６）による大分県，宮崎県，鹿児島県の個

体を用いた調査により，少なくとも２つのDNAタイプで構成さ

れていることが報告されている。また，後藤ほか（１９９９）による

福岡県八女郡と熊本県小国町の個体を用いた調査によれば単一の

クローンの品種であった。高田・白石（１９９６）による調査は熊本

県内の個体を対象としておらず，また，後藤ほか（１９９９）による

小国町の調査は，１林分のみであり，熊本県内のアヤスギDNA

タイプの詳細な構成比の推定はなされていない。そこで今回，簡

便で一度に多くの情報が得られ，再現性が高く（久枝ほか，

２００３），既に九州産精英樹と在来品種のデータベースが構築され

ており，品種の同定が容易な MuPS（Multiplex－PCR of SCAR 

markers）を用いてアヤスギDNAタイプの構成比の推定に取り

組んだ。

Ⅱ．材料と方法

　熊本県内６市町村の１７林分から，地域の篤林家立会いのもと，

アヤスギと思われる１５１個体の針葉を採取し（表－１），材料とし

た。

　針葉は，採取後シリカゲルで２週間程度乾燥させた後，KIT１

号（草野ほか，２００５）により破砕し，Plant Genomic DNA Mini

キット（VIOGENE社）を用いてDNAの抽出，精製を行い，鋳

型DNAとした。

　MuPS の反応溶液（１０．０μ l）は，２０ng鋳型DNA，１× PCR　

Buffer，２．５mM MgCl２，０．２mM各 dNTP，スギ用MuPS primer 

mix set（林木育種協会），０．２５units ／１０μ l Platinum Taq DNA 

Polymerase（Invitrogen 社）である。　サーマルサイクラーはMy 

CyclerTM（BIO RAD社）を使用し，PCRの反応条件は久枝ほか

（２００３）の方法に従った。反応終了後，PCR産物を２．０％アガロー

スゲルで電気泳動し，エチジウムブロマイドで染色した後，UV

トランスイルミネーターでバンドパターンを検出した。検出した

DNAタイプは，出現順にそれぞれ番号を付けるとともに，久枝

ほか（２００３）のMuPS 型と比較を行った。

Ⅲ．結　果

　分析の結果，アヤスギは１８のDNAタイプに分類され（表－

２），その内「２型」というDNAタイプが全体の７１．５％を占め

ており，その他のDNAタイプの出現数は数個体ずつであった

（表－２）。久枝ほか（２００３）のMuPS 型と比較を行った結果，

「２型」は，アヤスギとされているものと同じバンドパターンを

示していたが，アヤスギ林分の中に他品種の混入がみられた（表

―２，表－３）。また，地域や年代によるバラツキもみられ，特に
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菊池地域の構成DNAタイプ数が多かった（表－３）。他品種を

除くと，アヤスギ全体の７８．３％を ｢２型 ｣が占めた（図―１）。

Ⅳ．考　察

　本研究の結果，アヤスギは１８のDNAタイプに分類されたが，

「２型」が約８割と多数を占めたことや，その他のDNAタイプ

の出現数が数個体ずつであったことから，熊本県内のアヤスギは，

ほぼ単一クローンの品種であると考えられた。いくつかのアヤス

ギとされた林分の中に，他品種の混入が見られたが，同一林分の

中にアヤスギも出現しており，そのような林分では，品種が混植

されていると思われる。また，特に菊池地域の構成DNAタイプ

数が多かったことから，該当地域におけるアヤスギについては，

今後より注意を払い分類を行う必要があると思われる。このよう

な地域によるDNAタイプのバラツキの原因として，草野ほか

（２００６）は，シャカインを例として，造林地を造成する際にさし

穂を採取した採穂母樹数などの品種の成立過程が大きく影響する

としている。アヤスギについても同様の可能性が考えられるが，

アヤスギとシャカインは品種の成立過程や時期が異なるとされて

おり（宮島，１９８９），この点については今後詳細な研究が必要で

あると思われる。

　本研究の結果，熊本県内のアヤスギはほぼ単一クローンの品種

であることが明らかになった。今後，既に報告されているアヤス

ギの材質的な特性についての研究結果（東，１９９５）の利用や，既

存採穂園の検証等を行うことにより，アヤスギの特性を生かした

苗木生産や材の流通システムの構築が可能であると考えられる。
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表－１．地域別採取個体数

計
林齢（年）

市町村名
７１以上６１～７０５１～６０４１～５０３１～４０２１～３０１～１０

３２２－－－１０１０１０菊池市

３０１０－－１０－－１０山鹿市

２０１０－－－－１０－阿蘇市

２９－１０１０－９－－小国町

９－－－－９－－高森町

３１２－１０１０－９－南阿蘇村

１５１２４１０２０２０２８２９２０計

表－２．アヤスギDNAタイプ別バンドパターン及び構成比

同一バンドパターンを示す精英樹等
個体数

（構成比：％）

バンドパターン
DNAタイプ

CsetBsetAset

－３（２．０）０１０１１１１１１０１１１０１０１１０１型

アヤスギ，県藤津１４，県臼杵１２，県阿蘇１，県阿蘇５１０８（７１．５）０１０１１１１１１０１１１０１００１０２型

－１（０．７）１１０１１０１１１０１１１００１１１０３型

－２（１．３）１１０１１０１１１０１１１０１１１００４型

－２（１．３）１１０１１０１１１０１１１０１００１０５型

－１（０．７）１１０１１００１１０１１００１００１０６型

－２（１．３）０１０１１１００１０１０１０１００１０７型

－３（２．０）０１０１１１１１１０１１１０１１１００８型

－１（０．７）１１００１０１１１０１１１００１１１０９型

－１（０．７）１１１１１１００１０１０１００１１１０１０型

－４（２．６）１１１１１１００１０１０１０１００１０１１型

－１（０．７）０１０１１１００００１１１０１００１０１２型

－１（０．７）０１０１１１１１１０００００１００１０１３型

－４（２．６）０１０１１１１１００１１１０１００１０１４型

－１（０．７）０１１１１０１０１００１１１００１００１５型

－１（０．７）０１０１１１０１００１１１０１０１１０１６型

－１（０．７）０１０１１１０１１０１１１０１００１０１７型

－１（０．７）０１０１０１１１１０１１１０１１１００１８型

キウラ，ホンスギ，ヤブクグリ，シャカイン１３（８．６）他品種

１５１（１００．０）計

＊構成比は小数点第２位を四捨五入しているため，全体の合計は１００にならない。
＊精英樹等のバンドパターンは，久枝ほか（２００３）を参考にした。
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表－３．地域別DNAタイプ別個体数ならびに構成比

備考
アヤスギDNA
タイプ数

DNAタイプ
採取個体数林齢林分名市町村名

他品種２型以外２型

６－８２１０４菊池１菊池市

４－５５１０２７菊池２

６－９１１０４０菊池３

２－１１２７１以上菊池４

－２３（７１．９）９（２８．１）３２小計

２－４６１０７山鹿１山鹿市

キウラ１７－３１０４７山鹿２

１－－１０１０７０以上山鹿３

７（２３．３）４（１３．３）１９（６３．３）３０小計

１－－１０１０２５波野１阿蘇市

２－１９１０７０以上波野２

－１（５．０）１９（９５．０）２０小計

ホンスギ３１２６９３０～４０小国１小国町

ヤブクグリ１１－９１０５８小国２

ホンスギ１３－７１０６５～７０小国３

５（１７．２）２（６．９）２２（７５．９）２９小計

シャカイン１１（１１．１）－８（８８．９）９４０高森１高森町

１－－９９２８久木野１南阿蘇村

１－－１０１０４３久木野２

１－－１０１０６０久木野３

１－－２２７１以上久木野４

－－３１（１００．０）３１小計

１３（８．６）３０（１９．９）１０８（７１．５）１５１計

＊他品種のバンドパターンは，久枝ら（２００３）を参考にした。
＊（　）書きは構成比（％）で，小数点第２位を四捨五入しているため，合計が１００にならない場合がある。

図－１．DNAタイプ別構成比
　　　　（他品種を除く）


